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里 山 の む し た ち
f 里 山 j と 9乎 ぱ れ る 地 域 は ． 昆 虫 の 種 類 の た い へ ん
豊 宮 な 場 所 で す 。 そ こ は 、 平 地 か ら 丘 陵 地 ・ 山 地 へ の
入 り 口 に あ た る た め 、 耕 作 地 ・ 広 場 ・ 草 原 ・ 人 家 ・ 雑
そ れ ら の 林 の 林 緑 部 ・ 池 沼 ・ 小 川
な ど と ． 多 様 な 環 埃 が あ る か ら で す 。
1. 里 山 の チ ョ ウ 類
ま ず 、 昂 も よ く 目 に つ く 昆 虫 で あ る 、 チ ョ ウ 類 を 紹
介 し ま し ょ う e
宮 山 県 で 記 録 の あ る 126 種 類 の チ ョ ウ の う ち 、 里 山 の
地 域 全 体 に は 90 種 類 の チ ョ ウ が い ま す 。 チ ョ ウ の 分
布 に 詳 し い 大 野 豊 さ ん に よ っ て 調 査 さ れ た 射 水 丘 陵 か
種 が 記 録 さ れ て い ま す 。
里 山 地 域 で は 0 点 原 性 の チ ョ ウ と 森 林 性 の チ ョ ウ が
共 に 多 く 見 ら れ る こ と が 特 徴 で す が 、 山 田 の よ う な 山
問 部 で は 森 林 性 の チ ョ ウ が 多 く 、 三 熊 の よ う な 平 地 に
近 い 耕 作 地 の 多 い 所 で は 草 原 性 の チ ョ ウ が 多 く な り ま
す。
里 山 は 多 様 な 哀 壊 に 恵 ま れ て い ま す が ． 大 ま か な 戻 壊
別 に そ こ で 多 く 見 ら れ る チ ョ ウ を 紹 介 し て い き ま し ょ
う。
◆ 人 家 の 近 く や 農 地 で 見 ら れ る 草 原 性 の チ ョ ウ
人 家 の 周 辺 や 耕 作 地 ・ 芝 生 の あ る 公 園 で は イ チ モ
ン ジ セ セ リ 、 モ ン キ ア ゲ ハ 、 キ ア ゲ ハ ． キ チ ョ ウ 、 モ
ン シ ロ チ ョ ウ 、 モ ン キ チ ョ ウ 、 ッ パ メ シ ジ ミ 、 ヤ マ ト
シ ジ ミ 、 ヒ メ ア カ タ テ ハ な ど が 多 く 見 ら れ ま す 。 こ れ
ら は 平 地 で も 普 通 に 見 ら れ る チ ョ ウ で す 。
チ ョ ウ の 幼 虫 は 、 植 物 を 食 べ て 成 長 し ま す が 、 桶 類
に よ っ て 食 ぺ る 植 物 （ 食 草 ） が 決 ま っ て い ま す 。 何 を
食 べ る の か が 分 か る と 、 あ る チ ョ ウ が な ぜ そ の 場 所 に
い る の か が 分 か り ま す ．
例 え ば 、 イ チ モ ン ジ セ セ リ は イ ネ 科 を 食 草 と し て
い る の で 田 ん ぽ の イ ネ の 害 虫 で も あ り ま す 。 キ ア ゲ
ハ は 、 ニ ン ジ ン や パ セ リ な ど セ リ 科 の 梢 物 を 食 草 と す
る お な じ み の チ ョ ウ で す 。
モ ン シ ロ チ ョ ウ は 。 ア プ ラ ナ 科 の 植 物 を 食 代 と し キ ャ
ペ ツ の 宮 虫 と し て 有 名 で す し 、 モ ン キ チ ョ ウ 、 ッ パ メ
シ ジ ミ は 、 マ メ 科 の 植 物 を 食 草 と し シ ロ ツ メ ク サ な ど
に つ い て い ま す 。
ヤ マ ト シ ジ ミ は カ タ バ ミ を 食 草 と す る 道 ば た に 多
く 見 ら れ る チ ョ ウ で す ．
こ れ ら の チ ョ ウ が な ぜ 民 家 の ま わ り や ． 耕 w 地 ． 公
園 な ど で 多 い か が 分 か り ま す ね ．
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◆ 雑 木 林 と 関 係 の 深 い 森 林 性 の チ ョ ウ
雑 木 林 に 生 え る 樹 木 や が を 食 ぺ て 生 長 す る チ ョ ウ は ｀
「 里 山 地 域 」 を 特 徴 づ け る チ ョ ウ と い え ま す っ
雑 木 林 の 脇 や 中 を 巡 る 山 道 で は 會 春 ま だ 林 床 の 明 る
い 時 に は ギ フ チ ョ ウ や ウ ス バ シ ロ チ ョ ウ が 多 く 、 悔 雨
の 頃 に は ミ ド リ シ ジ ミ 類 （ ア カ シ ジ ミ ． ウ ラ ナ ミ ア カ
シ ジ ミ 、 ミ ズ イ ロ オ ナ ガ シ ジ ミ 、 エ ゾ ミ ド リ シ ジ ミ ）
が 現 わ れ ま す ． 夏 に は 、 雑 木 林 に 囲 ま れ た 明 る い 広 場
の よ う な と こ ろ で は 、 モ ン キ ア ゲ ハ 、 カ ラ ス ア ゲ ハ の
よ う な 大 型 の ア ゲ ハ チ ョ ウ 類 の 他 、 ヒ ョ ウ モ ン チ ョ ウ
類 （ オ オ ウ ラ ギ ン ス ジ ヒ ョ ウ モ ン 、 ミ ド リ ヒ ョ ウ モ ン 、
ク モ ガ タ ヒ ョ ウ モ ン 等 ） な ど が 多 く 見 ら れ ま す 。 夏
林 床 の 暗 い 部 分 に は 、 ジ ャ ノ メ チ ョ ウ 類 （ ヒ メ ウ ラ ナ
ミ ジ ャ ノ メ 、 ク ロ ヒ カ ゲ 、 サ ト キ マ ダ ラ ヒ カ ゲ 等 ） が
多 く い ま す ．
図 1. ミ ズ イ ロ オ ナ ガ シ ジ ミ
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図 2. ウ ス バ シ ロ チ ョ ウ
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図 3. ク モ ガ タ ヒ ョ ウ モ ン
雑 木 林 を 代 表 す る チ ョ ウ に は 個 体 数 が 少 な く 蜆 察
の 追 し い チ ョ ウ も い ま す が 會 殴 察 の 参 考 に 簡 単 に 紹 介
し て お さ ま し ょ う 。
「 春 の 女 神 」 と し て 有 名 な ギ フ チ ョ ウ は 丘 陵 地 の 春
を 代 表 す る チ ョ ウ で す 。 幼 虫 は カ ン ア オ イ の 仲 間 の 葉
を 食 ぺ 、 成 虫 は 在 早 く 4 月 に 出 て き ま す 。 宮 山 県 で は
丘 陵 地 に 広 く 見 ら れ ま す が ． 全 国 的 に 見 る と 減 少 の 著
し い チ ョ ウ で す 。 ウ ス パ シ ロ チ コ ウ は 、 ム ラ サ キ ケ マ
ン を 食 草 と し 、 春 5 月 に 見 ら れ ま す 。 ど ち ら の チ ョ ウ
も 里 山 の 雑 木 林 の 一 年 の サ イ ク ル に よ く 適 応 し ． 林 床
の 明 る い 春 に の み 現 わ れ る チ ョ ウ で す ．
図 4 . ギ フ チ ョ ウ
モ ン キ ア ゲ ハ は 、 林 緑 部 に 生 え る カ ラ ス ザ ン シ ョ ウ
を 食 箪 と し 、 後 パ ネ に 一 対 の 白 紋 の あ る た い へ ん 大 き
な 黒 い ア ゲ ハ チ ョ ウ で す 。 林 緑 部 を 飛 ん で い る 姿 を よ
く 見 る こ と が 出 来 ま す 。
ミ ヤ マ セ セ リ は ． コ ナ ラ や ミ ズ ナ ラ を 食 樹 と し ま す 。
u-51-J に 見 ら れ ま す ． ア カ シ ジ ミ ｀ ミ ズ イ ロ す ナ ガ シ
シ ミ も コ ナ ラ を 食 収 と す る 小 さ な 愛 ら し い チ ョ ウ で 冒
6 月 に 夕 方 コ ナ ラ の 木 の 梢 を 飛 ｀ ぷ Jiill) ま す 。 こ れ ら の
チ ョ ウ は 、 個 体 数 が 多 く な い こ と や 飛 び irij る 時 間 帯 の
関 係 で 、 目 に つ く 千 ョ ウ で は あ り ま せ ん が 雑 木 林 の チ ョ
図 5. ミ ヤ マ セ セ リ
ウ を 代 表 す る も の で す 。
ミ ド リ ヒ ョ ウ モ ン 、 オ オ ウ ラ ギ ン ス ジ ヒ ョ ウ モ ン 、
ク モ ガ タ ヒ ョ ウ モ ン 等 の ヒ ョ ウ モ ン チ ョ ウ 類 は ． ス ミ
レ 類 を 食 草 と し ． 夏 か ら 秋 に 多 く の 花 に 訪 花 し ま す が ．
盛 夏 に は 見 ら れ る こ と が 少 な く な り 、 更 眠 す る も の と
考 え ら れ て い ま す ．
コ ミ ス ジ ば 、 ク ズ  ・ フ ジ な ど の マ メ 科 を 食 草 と し 、
サ カ ハ チ チ ョ ウ は ア カ ソ 類 を 食 草 と し 、 林 道 沿 い に よ
く 見 ら れ ま す 。
ク ロ  ヒ カ ゲ 、 サ ト キ マ ダ ラ ヒ カ ゲ は タ ケ ・ サ サ 類
を 食 草 と し 、 日 中 は 林 内 に い て 夕 方 活 動 し ま す =
里 山 に 多 い 杉 の 植 林 地 は 、 林 の 中 が 全 体 的 に 暗 い た め 、
チ ョ ウ 類 は 少 し し か い ま せ ん 。
● ま れ な チ ョ ウ
県 内 で は ま れ な ち ょ う が 見 ら れ る の も 里 山 地 域 の 特
徴 で す ． こ れ に は 、 ミ ヤ マ チ ャ パ ネ セ セ リ 、 ホ ソ パ セ
セ リ 、 オ オ ム ラ サ キ が あ げ ら れ ま す ．
一 方 、 ツ マ グ ロ ヒ ョ ウ モ ン は 、 昂 近 に な っ て よ く 見
ら れ る よ う に な り ま し た 。 以 前 は 宮 山 で は 南 方 か ら ご
く ま れ に 飛 来 す る 迷 チ ョ ウ と さ れ て い ま し た 。 し か し 、
198 年 以 降 急 速 な 北 上 が 見 ら れ ． 今 で は 宮 山 県 で も 定
岩 し た も の と 考 え ら れ て い ま す 。 幼 虫 は ス ミ レ 類 を 食
ペ 、 庭 等 に 植 え ら れ て い る バ ン ジ ー を 食 ぺ て い る こ と
が 多 い よ う で す 。 射 水 丘 陵 で も 夏 か ら 秋 に は 多 く 見 ら
れ ま す ．
こ れ ら の チ ョ ウ の 顔 ぶ れ か ら 考 え る と 、 射 水 丘 陵 か
ら 山 田 に い た る 地 域 は 、 耕 作 地 な ど ） ヽ 手 が よ く 加 え ら
れ る 環 境 が あ る 一 方 で 、 自 然 の 状 態 の 森 も 多 く 列 さ れ
て い る こ と が 分 か り ま す 。 里 山 は チ ョ ウ 穎 の 棲 息 1こ と っ
一 良 い 閑 境 と い え る で し ょ う 。
2. 化 に 来 る 虫 た ち
チ J ウ 成 虫 の エ サ は 、 1t/J) 蜜 で す 。 い ろ ん な 花 に 来
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て 花 の 蜜 を 吸 っ て い る の が 観 察 で き ま す 。 チ ョ ウ が 花
に と ま っ て 蜜 を 吸 っ て い る 様 子 は 、 た い へ ん よ く 目 立
つ の で 、 花 に 訪 れ る 主 な 昆 虫 は チ ョ ウ の よ う に 思 い こ
み が ち で す 。 と こ ろ が 、 調 べ て み る と そ う で は な い よ
う で す 。 花 を 硯 察 し て い る と チ ョ ウ 以 外 の 昆 虫 も た ＜
さ ん や っ て き ま す 。
実 際 に 花 に 来 る 虫 を 数 え て み た と こ ろ 、 そ の 多 く は
ハ チ の （ 中 間 で し た 。 そ の 中 で も ミ ッ パ チ と そ の 仲 問 で
あ る ハ ナ バ チ 類 が 多 く 来 ま す 。 ハ ナ パ チ た ち は 、 成 虫 ・
幼 虫 と も に 花 の 蜜 と 花 粉 と を エ サ と し て い ま す の で ．
花 と は 切 っ て も 切 れ な い 仲 と な っ て い ま す ．
ハ チ の 仲 間 に 次 い で 多 い の は 、 ハ エ の 仲 間 で ． そ の
中 で も ハ ナ ア プ 類 が 多 く 来 ま す 。
丘 陵 地 で 一 年 間 、 花 に 来 る 虫 の 個 体 数 を 数 え て み る
と 、 ハ チ の 仲 間 が 50% 程 度 （ ハ ナ パ チ 類 が 30% ほ ど ） ．
ハ エ の 仲 問 が 30% 程 度 （ ハ ナ ア プ 類 が 20% ほ ど ） で 、
カ ミ キ リ ム シ や コ ガ ネ ム シ な ど の 甲 虫 類 と チ ョ ウ ・ ガ
の 類 が 次 い で 多 く 、 そ れ ぞ れ 5~10% 程 度 で す 。 平 地
に 近 い 場 所 で は チ ョ ウ ・ ガ 類 が 甲 虫 類 よ り 多 く 、 山 地
に 近 い 場 所 で は 甲 虫 が 多 く な り ま す 。 カ メ ム シ の 仲 間
や キ リ ギ リ ス の 仲 間 も ． 少 な い な が ら も 花 に 来 ま す ．
結 構 い ろ ん な 昆 虫 が 花 に 米 る も の で す ね ．
花 を 訪 れ る 昆 虫 の 目 的 は 、 花 蜜 を 吸 う こ と と 花 粉 を
食 ぺ る こ と で す が 、 こ の ほ か に も 、 花 び ら を 食 ぺ る 、
雄 が 同 種 の 雌 の 来 る の を 待 っ て い る 、 た ま た ま 休 ん で
い る だ け 、 花 に 来 る 虫 を 捕 ま え て エ サ に す る な ど さ ま
ざ ま で す ．
花 に 来 る こ れ ら の 虫 た ち の 多 く は 、 花 粉 を 理 び 種 子
を 実 ら せ る の に 役 立 っ て い ま す 。 中 で も 特 に 役 立 っ て
い る の が 、 ミ ッ パ チ と そ の 仲 問 の ハ ナ バ チ 類 で す ．
図 7. ナ ミ ハ ナ ア プ
図 6. ト ラ マ ル ハ ナ バ チ
図 8. ミ ド リ カ ミ キ リ
3. 里 山 の ト ン ボ 類
宮 山 県 の ト ン ポ に つ い て は 、 二 橋 亮 （ り ょ う ） 氏 は
じ め ． 何 人 も の 方 が 精 力 的 に 調 査 さ れ 、 20 7 年 現 在 で
86 種 が 記 録 さ れ て い ま す 。 射 水 丘 陵 か ら 山 田 地 区 に か
け て の ト ン ポ に つ い て は 6 籍 種 、 宮 山 県 に 棲 息 の 確 認 さ
れ て い る ト ン ポ の 8 割 も の 種 が 確 認 さ れ て い ま す 。
◆ ト ン ポ が た く さ ん い る 射 水 丘 陵
射 水 丘 陵 に 多 数 の ト ン ポ が み ら れ る の は 、 大 小 の 池
や 湿 地 川 や 田 ん ぽ へ の 水 路 な ど 多 様 な 水 辺 環 瑳 が あ
る か ら で す 。
小 川 で 特 徴 的 な ト ン ポ は 、 ま ず ハ グ ロ ト ン ポ が あ げ
な 羽 根 で ひ ら ひ ら と ゆ っ く り 飛 ぷ 様
は 独 特 で す 。 け は た く さ ん い た も の で す が 股 薬 の 使 用
や 小 川 の コ ン ク IJ ー ト 化 で 一 時 期 ほ と ん ど 見 ら れ な く
な っ て い ま し た 。 段 近 に な っ て 各 地 で 少 し ず つ 増 え て
き て い ま す 。
キ イ ロ サ ナ エ は 、 河 川 の 中 流 坂 に す む ト ン ポ で 、 窃
山 県 内 で は 現 在 射 水 丘 陵 の ご く 一 部 で み ら れ る だ け で
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ヽ図 9. ハ ッ チ ョ ウ ト ン ポ
他 の 地 域 で は 見 つ か っ て い な い 珍 し い ト ン ポ で す 。
射 水 丘 陵 に は 、 ア シ な ど の 水 生 植 物 の 多 く 生 え る 池
や 湿 地 に す む ア オ ヤ ン マ ． ト ラ フ ト ン ポ 、 チ ョ ウ ト ン
ポ な ど が ． 他 の 地 域 に 比 べ 多 く 見 ら れ ま す 。 ま た 、 B
本 で 一 番 小 さ い ト ン ポ 、 ハ ッ チ ョ ウ ト ン ボ や モ ー ト ン
イ ト ト ン ボ 、 ヒ メ ア カ ネ の よ う な 湿 地 性 の ト ン ポ も 、
ま だ 比 較 的 多 く み ら れ ま す 。
◆ 山 田 の ト ン ポ
一 方 山 の 多 い 山 田 で は ． 渓 流 に す む ト ン ポ で あ る ミ
ヤ マ カ ワ ト ン ポ ． ム カ シ ト ン ボ ． ミ ル ン ヤ ン マ 、 ダ ピ
ド サ ナ エ や 、 河 川 の 中 流 域 に す む コ オ ニ ヤ ン マ 、 コ シ
ポ ソ ヤ ン マ 、 ヤ マ サ ナ エ が 多 く み ら れ ま す 。 こ れ ら は
流 れ の あ る /II に す む ト ン ポ 類 で す 。 一 方 、 セ ス ジ イ ト
ト ン ポ ． ア オ モ ン イ ト ト ン ポ 、 ア オ ヤ ン マ 、 ト ラ フ ト
ン ポ ． マ イ コ ア カ ネ と い っ た ． 平 地 の 水 生 植 物 の 豊 宮
な 池 に 悽 む 種 は 、 山 田 地 区 で は 見 ら れ ま せ ん 。 こ の こ
と は 、 急 流 の 河 川 と 水 が き れ い で 温 度 の 低 い 貧 栄 揆 の
池 が 山 1:1:1 の 主 要 な 水 環 境 で あ る こ と を 反 映 し て い ま す ．
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図 11. ア オ ヤ ン マ
4. そ の 他 の 水 生 昆 虫 類
射 水 丘 陵 の 止 水 域 （ 池 沼 ・ 休 耕 田 ・ 水 田 脇 の 水 路 ）
で 、 甲 虫 類 ・ 半 翅 類 を 中 心 に 、 山 口 英 夫 さ ん が 水 生 昆
虫 類 を 調 ぺ た と こ ろ 、 半 翅 目 10 種 、 甲 虫 目 l」 種、 ト ン
ポ 目 4 種 の 言 t28 稚 が 見 つ か り ま し た 。 そ の 中 に は ． ハ
ネ ナ シ ア メ ン ポ 、 ヒ メ ミ ズ カ マ キ リ 、 ル イ ス ツ プ ゲ ン
ゴ ロ ウ 、 ヒ メ ガ ム シ と い っ た 稀 少 な 椎 が 含 ま れ て い ま
し た 。 そ の 他 ． コ マ ツ モ ム シ 、 ジ ュ ン サ イ ハ ム シ も 宮
山 県 内 で は あ ま り 見 つ か っ て い な か っ た 種 も み つ か っ
て い ま す 。
図 12. I¥ グ ロ ト ン ボ
く わ し く 知 り た い 方 は
射 水 丘 陵 や 山 田 地 区 の 叩 IJ の 昆 虫 に つ い て く わ し く
知 り た い 方 は 、 「 里 山 （ 宮 山 県 中 央 部 ） の 自 然 棗 埃 渕
住 報 告 苔 I 坑  ・ 動 物 ・ 植 物 編 」 中 の く 昆 虫 ＞ 部 分
を 参 照 し て く だ さ い 。
図 10 . コ オ ニ ャ ン マ
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